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1. 2024年12月期第2四半期（中間期）の連結業績（2024年1月1日～2024年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期中間期 13,366 1.0 556 △9.2 792 △5.1 526 △5.5

2023年12月期中間期 13,239 10.5 613 △4.4 834 △0.0 556 △0.7

（注）包括利益 2024年12月期中間期　　1,649百万円 （134.1％） 2023年12月期中間期　　704百万円 （△20.8％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2024年12月期中間期 22.61 ―

2023年12月期中間期 23.93 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年12月期中間期 44,478 35,732 80.3

2023年12月期 42,305 34,482 81.4

（参考）自己資本 2024年12月期中間期 35,703百万円 2023年12月期 34,455百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年12月期 ― ― ― 17.00 17.00

2024年12月期 ― ―

2024年12月期（予想） ― 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2024年12月期の連結業績予想（2024年 1月 1日～2024年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,000 6.1 1,400 31.9 1,670 20.8 1,130 16.9 48.55

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年12月期中間期 26,036,374 株 2023年12月期 26,036,374 株

② 期末自己株式数 2024年12月期中間期 2,756,263 株 2023年12月期 2,759,263 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2024年12月期中間期 23,277,803 株 2023年12月期中間期 23,274,208 株

(注)当社は、取締役等に対する株式報酬制度を導入しており、株式交付信託が保有する当社株式を期末自己株式数及び期中平均株式数の計算におい
て控除する自己株式に含めております。

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載している業績予想等の将来に関する事項は、現時点で当社が入手している情報や合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は
種々の要因により大きく異なる場合がありうることをご承知おきください。業績予想に関する事項は、添付資料P.3「連結業績予想に関する定性的情報」をご参照
ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、社会経済活動の正常化に加え、雇用・所得環境の改善やインバウン

ド需要の継続的な拡大等によって、景気は緩やかな回復基調となりました。一方で、ウクライナ情勢・中東問題の

長期化に伴う地政学リスクの高まりや中国経済の後退懸念、為替相場の円安進行等に伴う物価高の影響で、個人消

費は低迷が続いており、先行きは依然不透明な状況です。

　食品業界におきましては、原材料やエネルギー価格の高止まりによる食料品価格の上昇が続く中、消費者の生活

防衛意識と節約志向が一層強まっており、厳しい経営環境が続いております。

　このような状況にあって当社グループは、当期より新たな中期経営計画「TTC150 Stage3」をスタートさせ、将

来の持続的成長に向けた諸施策に取り組みました。

　当中間連結会計期間の当社グループの売上高は133億6千6百万円(前年同期比1.0％増)となりました。

　収益面につきましては、原材料価格の上昇や物流費をはじめとする各種コストの増加等により、営業利益は5億5

千6百万円(前年同期比9.2％減)、経常利益は7億9千2百万円(前年同期比5.1％減)、親会社株主に帰属する中間純利

益は5億2千6百万円(前年同期比5.5％減)となりました。

　単一セグメント内の区分別の状況は次のとおりです。

(食料品)

①製粉については、2023年10月に実施された輸入小麦の政府売渡価格引き下げに伴い製品価格の値下げを行いま

したが、業務用小麦粉の出荷数量が増加したことに加え、副産物のふすま販売価格が堅調に推移したこと等に

より、売上高は57億9千3百万円(前年同期比0.6％増)となりました。

②食品については、ミックス製品の出荷数量減少等により、売上高は35億2千2百万円(前年同期比3.3％減)となり

ました。

③精麦については、出荷数量は横ばいでしたが、販売価格の上昇等により、売上高は33億6千5百万円(前年同期比

10.0％増)となりました。

(飼料)

飼料については、出荷数量は横ばいでしたが、販売価格の下落等により、売上高は6億6千万円(前年同期比

12.7％減)となりました。

(その他)

その他については、受取保管料の増加等により、売上高は2千4百万円(前年同期比16.5％増)となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

①資産、負債、純資産の状況

　当中間連結会計期間末の総資産は444億7千8百万円となり、前連結会計年度末比21億7千2百万円増加しまし

た。この主な要因は、現預金、投資有価証券が増加し、原材料及び貯蔵品が減少したことなどによるものです。

　また、負債合計は87億4千5百万円となり、前連結会計年度末比9億2千2百万円増加しました。この主な要因

は、支払手形及び買掛金、固定負債(繰延税金負債)が増加し、借入金が減少したことなどによるものです。

　純資産合計は357億3千2百万円となり、前連結会計年度末比12億4千9百万円増加しました。この主な要因は、

利益剰余金、その他有価証券評価差額金の増加などによるものです。

②キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は116億5千万円となり、前連結会計年度末比11億1千6百万

円増加しました。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、20億9千2百万円の収入(前年同期は14億5百万円の収入)となりまし

た。この主な要因は、棚卸資産の減少、仕入債務の増加などによるものです。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、3億1千4百万円の支出(前年同期は4億3千1百万円の支出)となりまし

た。この主な要因は、有形固定資産の取得などによるものです。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、6億6千2百万円の支出(前年同期は6億2千7百万円の支出)となりまし

た。この主な要因は、長期借入金の返済、配当金の支払などによるものです。
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（３）連結業績予想に関する定性的情報

　下半期におきましては、4月に輸入小麦の政府売渡価格が引き下げられたこと、一方で輸送費が上昇しているこ

とから、7月1日納品分より業務用小麦粉の価格改定を実施しました。今後も販売競争の激化により、厳しい経営環

境が続くものと思われます。

　当社グループといたしましては、本年よりスタートした新たな中期経営計画「TTC150 Stage3」を、厳しい経営

環境下でも持続的に成長するための仕上げの期間と位置づけ、諸施策にグループ一丸となって取り組んでまいりま

す。

　2024年12月期業績予想及び配当予想につきましては、2024年2月13日に公表しました業績予想から変更ありませ

んが、原料価格と製品価格の動向等により今後の業績に重要な変更が予想される場合には、適時適切に開示いたし

ます。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,335,804 9,453,316

受取手形及び売掛金 4,076,806 4,041,475

有価証券 2,261,500 2,261,500

商品及び製品 1,414,962 1,383,246

原材料及び貯蔵品 5,447,330 4,930,717

その他 133,746 171,462

貸倒引当金 △2,112 △2,021

流動資産合計 21,668,038 22,239,697

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,830,227 1,944,151

機械装置及び運搬具（純額） 1,354,285 1,355,480

土地 6,749,337 6,752,608

その他（純額） 285,169 167,346

有形固定資産合計 10,219,020 10,219,587

無形固定資産

無形固定資産合計 358,243 357,402

投資その他の資産

投資有価証券 9,946,192 11,559,224

その他 180,626 169,076

貸倒引当金 △66,937 △66,907

投資その他の資産合計 10,059,881 11,661,393

固定資産合計 20,637,145 22,238,384

資産合計 42,305,184 44,478,082

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,353,810 1,756,498

短期借入金 2,190,940 1,462,940

未払法人税等 260,385 239,265

役員賞与引当金 11,743 －

その他 973,971 1,264,075

流動負債合計 4,790,851 4,722,780

固定負債

長期借入金 158,009 640,539

退職給付に係る負債 17,817 16,470

役員株式給付引当金 48,513 53,928

その他 2,807,031 3,311,449

固定負債合計 3,031,371 4,022,386

負債合計 7,822,222 8,745,167

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(2024年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,805,266 2,805,266

資本剰余金 2,766,740 2,766,740

利益剰余金 25,370,188 25,494,824

自己株式 △2,078,541 △2,076,612

株主資本合計 28,863,654 28,990,219

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,591,529 6,713,217

その他の包括利益累計額合計 5,591,529 6,713,217

非支配株主持分 27,777 29,477

純資産合計 34,482,961 35,732,914

負債純資産合計 42,305,184 44,478,082
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日

　至　2024年６月30日)

売上高 13,239,335 13,366,390

売上原価 10,781,895 10,897,667

売上総利益 2,457,439 2,468,723

販売費及び一般管理費 1,844,056 1,911,910

営業利益 613,382 556,812

営業外収益

受取利息 293 445

受取配当金 166,391 183,044

固定資産賃貸料 25,352 28,432

その他 40,923 41,260

営業外収益合計 232,961 253,183

営業外費用

支払利息 8,249 7,496

設備賃貸費用 2,763 8,403

その他 368 1,509

営業外費用合計 11,381 17,409

経常利益 834,963 792,587

特別損失

固定資産除却損 1,400 3,145

減損損失 248 373

特別損失合計 1,648 3,519

税金等調整前中間純利益 833,314 789,068

法人税、住民税及び事業税 274,064 244,173

法人税等調整額 1,797 16,966

法人税等合計 275,861 261,140

中間純利益 557,453 527,927

非支配株主に帰属する中間純利益 541 1,700

親会社株主に帰属する中間純利益 556,911 526,226

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

（中間連結会計期間）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日

　至　2024年６月30日)

中間純利益 557,453 527,927

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 147,090 1,121,687

その他の包括利益合計 147,090 1,121,687

中間包括利益 704,543 1,649,615

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 704,001 1,647,914

非支配株主に係る中間包括利益 541 1,700

（中間連結包括利益計算書）

（中間連結会計期間）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日

　至　2024年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 833,314 789,068

減価償却費 319,339 321,944

減損損失 248 373

のれん償却額 8,809 8,809

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,612 △120

受取利息及び受取配当金 △166,684 △183,490

支払利息 8,249 7,496

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,778 △11,743

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 772 △1,347

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 7,559 7,288

売上債権の増減額（△は増加） 272,265 35,330

棚卸資産の増減額（△は増加） 185,867 548,328

仕入債務の増減額（△は減少） 32,633 402,687

有形固定資産除売却損益（△は益） 1,400 3,145

未払賞与の増減額（△は減少） 149,073 121,562

その他 △84,116 107,524

小計 1,560,567 2,156,858

利息及び配当金の受取額 166,839 183,645

利息の支払額 △8,424 △7,576

法人税等の支払額 △313,403 △240,332

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,405,578 2,092,593

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △43,618 △47,819

定期預金の払戻による収入 42,418 46,618

有形固定資産の取得による支出 △423,126 △280,212

無形固定資産の取得による支出 △7,286 △32,924

投資有価証券の取得による支出 △189 △199

貸付けによる支出 △100 －

貸付金の回収による収入 100 －

その他 59 90

投資活動によるキャッシュ・フロー △431,742 △314,447

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △3,000 △4,000

リース債務の返済による支出 △19,222 △15,887

長期借入れによる収入 － 490,000

長期借入金の返済による支出 △251,574 △731,470

自己株式の取得による支出 △45 －

配当金の支払額 △353,968 △401,351

財務活動によるキャッシュ・フロー △627,811 △662,708

現金及び現金同等物に係る換算差額 △570 873

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 345,454 1,116,311

現金及び現金同等物の期首残高 10,683,080 10,534,677

現金及び現金同等物の中間期末残高 11,028,534 11,650,988

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（追加情報）

（取締役等に対する株式報酬制度）

　当社は、2022年２月８日開催の取締役会において、当社取締役(社外取締役を除く。)及び執行役員(総称して

「取締役等」という。)の報酬と当社株式価値との連動制をより明確にし、取締役等が株価の変動による利益・

リスクを株主の皆様と共有することで、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを

目的として、株式報酬制度(以下、「本制度」という。)の導入を決議し、2022年３月30日開催の第87期定時株主

総会において承認決議されました。

　本制度に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取

扱い」(実務対応報告第30号　2015年３月26日)に準じております。

(1) 取引の概要

　本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託(以下「本信託」という。)が当社株式を取得し、

当社が取締役等に付与するポイントの数に応じた数の当社株式が本信託を通じて取締役等に対して交付され

る、という株式報酬制度であります。

　本制度に基づく株式報酬は、2022年12月末日で終了する事業年度から2026年12月末日で終了する事業年度ま

での５事業年度の間に在任する取締役等に対して支給いたします。なお、取締役等が当社株式の交付を受ける

時期は、原則として取締役等の退任時であります。

(2) 信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額により純資産の部に自己株式として計上しております。

当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末222,413千円、345,900株、当中間連結会計期間末

220,484千円、342,900株であります。

- 9 -

鳥越製粉(株)(2009)2024年12月期第2四半期(中間期)決算短信


